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アジア 16 カ国の教育・被災者支援の専門家、 

震災から１年経過した気仙沼の小中学校を訪問 

困難を乗り越える『しなやかな力』を育む取組み 

 国際交流基金（ジャパンファウンデーション）は、21 世紀東アジ

ア青少年大交流計画(JENESYS)東アジア次世代リーダープログラム

を実施しています。2月 25 日～3月 7日まで訪日する教育グループ

では 16 カ国、27 名の参加者と、宮城県気仙沼での ESD 教育(ESD=

持続可能な開発のための教育 Education for Sustainable 

Development) を通した『しなやかな回復力』を育む取組みの事例

を視察し、被災地に於ける教育復興について意見交換を行います。

この事業は、東アジアにおける同分野

の担い手育成と、関係者のネットワー

ク構築に資することを目指しています。 

■訪問地 

気仙沼市教育委員会（大谷小中学校、唐桑中学校、男山酒造など）、    

あしなが心塾レインボーハウス（日野）、地球のステージ、 

風の布・パピヨン 野染めのワーク 

■ 16 カ国、27 名の参加国 

ブルネイ、カンボジア、インドネシア、ラオス、マレーシア、ミャンマー、フ

ィリピン、シンガポール、タイ、ベトナム、インド、オーストラリア、 

ニュージーランド、中国、韓国、日本 

■ 日程 2012 年 2 月 25 日（土）～3 月 7 日（水） 
 

2/25（土）来日 

2/26（日）-27（月）東京：基調講演、参加者プレゼンテーション、オリエンテーション 

2/28（火）東京：あしなが心塾レインボーハウス訪問、地球のステージ 

2/29（水）-3/4（日）：気仙沼市訪問（ESD 教育視察や野染めのワークショップなど） 

3/5（月）-3/6（火）東京：グループディスカッション・成果発表など 

3/7（水）帰国 

■ プログラムハイライト 

 

 

 

 

 

 

 

※プログラムは原則非公開ですが取材は歓迎致します。詳細は担当までお問い合わせ下さい。 

 

【問合わせ】： 国際交流基金 文化事業部生活文化チーム 担当： 奥（おく）・志和 (しわ) 

 電話 03 – 5369 – 6060  FAX：03 – 5369 - 6036  Ｅ-mail： jf-educators@jpf.go.jp 

風の布・パピヨン 「野染め in 気仙沼」 

（染色家 齋藤洋氏） 

 

日時│2012 年 3 月 4 日 （日)  

11：00～13：00（※日本語） 

会場│気仙沼市内（大谷地区） 

 

成果発表 

（講師 聖心女子大学准教授 永田佳之氏） 

「教育復興：日本の事例から学んだこと（仮題）」 

日時│2012 年 3 月 6 日（火）  

13：45～17：00（※英語 通訳なし） 

会場│芝パークホテル（東京都） 

野染めのワーク 於：ハックの家 

2011 年 11 月来日：環境グループ 


